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田　中　誠　司　くん　　　著　明　紀美子　さん　　　門　司　武　光　さん
老良　昭和40年生　　　　別府　昭和秘年生　　　　鬼津　昭和6年生

森　　憩美子　さん
浅木　昭和4年生

田　代　とサエ　さん　　　柴　田　ハッチ　さん　　　白　石　キヨノ　さん

出生薄　大正6年生　　　還質用　明治銘年生　　　上別府　明治26年生

はりきってます。　巳年生まれの　歳男、歳女。

薬∴姻　マンヨ　さん

今古賀　明治14年生

人のうこき（謀議曇）
人　　口　10，710人

男　　　　5，106

女　　　　5，604

世帯数　　2，945声

1月のこよみ
睦
　
月
（
む
つ
き
）

年
の
は
じ
め
に
家
族
や
多
く
の
人

び
と
が
、
た
が
い
に
睦
み
あ
い
を

か
さ
ね
る
こ
と
を
略
し
た
も
の
。

①
　
口
　
　
元
日

1
　
日
　
　
七
草
粥

日
　
日
　
　
鑓
閃
き

⑮
　
日
　
　
成
人
の
日

1
6
　
日
　
　
遠
賀
町
駅
伝
大
会

花
　
暦
　
　
福
寿
草
（
希
望
）

誕
生
石
　
　
ガ
ー
ネ
ッ
ト
（
友
構
）

1
月
の
書
簡
用
語

厳
冬
、
大
寒
、
初
審
、
年
頭

寒
気
き
び
し
き
折
柄

厳
寒
の
み
ぎ
り
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年
頭
の
ご
挨
拶

遠
賀
町
長
　
柴
　
田
　
貴
　
報

謹
し
ん
で
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
か
ら
低
迷
を
続
け
て
き
ま
し
た

わ
が
国
の
経
済
は
、
浮
揚
へ
の
足
が
か

り
を
つ
か
め
ず
に
新
年
を
迎
え
た
わ
け

で
す
が
、
今
年
は
、
昨
年
の
馨
に
発
足

し
た
新
内
閣
の
も
と
に
国
民
生
活
と
つ

な
が
り
を
持
つ
経
済
政
策
が
重
点
に
考

え
ら
れ
、
予
算
面
に
お
い
て
も
公
共
授

賞
の
積
極
的
投
入
な
ど
、
景
気
の
立
ち

宿
り
も
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
経
済
が
回
復
い
た

し
た
と
し
ま
し
て
も
、
国
際
経
済
を
背

景
と
す
る
周
囲
の
環
境
は
さ
び
し
い
騰

勢
に
あ
り
ま
す
の
で
、
私
達
の
生
活
も

切
詰
め
た
態
度
で
望
む
必
要
が
痛
感
さ

れ
る
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

本
町
の
行
財
政
に
つ
き
ま
し
て
は
、

町
民
の
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
暖
か
い
ご

協
力
に
よ
り
ま
し
て
頓
調
な
伸
展
を
い

た
し
て
お
り
ま
す
が
、
昭
和
5
0
年
度

は
、
当
初
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
5
ヵ

年
計
画
の
最
終
年
次
で
あ
り
ま
し
て
、

通
路
単
葉
、
幼
児
教
育
な
ど
完
緒
の
年

と
し
て
、
重
点
的
に
実
施
い
た
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
土
地
利
用
計
画
に
つ
き
ま
し

て
は
、
市
街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区

域
の
「
線
引
き
」
を
考
え
、
用
途
地
域

の
手
直
し
を
含
め
、
市
街
地
と
農
業
地

域
の
区
分
に
よ
る
両
者
の
健
全
な
る
発

展
を
促
進
す
る
と
共
に
、
こ
の
こ
と
が

環
蟻
保
全
に
つ
な
が
る
も
の
と
確
信
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

再
莱
実
施
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
生

活
道
路
の
節
義
改
良
を
は
じ
め
、
土
地

改
良
秘
薬
、
同
和
対
策
車
業
、
水
路
整

備
、
有
線
放
送
施
設
な
ど
の
補
助
専
業

を
主
体
と
し
て
手
か
け
て
ゆ
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
待
望
の
広
波
小
学
校
も
本
年

4
月
の
開
校
を
整
え
、
校
区
の
編
成
、

校
舎
及
び
附
属
施
設
の
完
成
を
め
ざ
し

て
お
り
ま
す
し
、
幼
児
の
保
育
施
設
に

つ
い
て
は
、
遠
賀
川
保
育
園
の
改
築
に

引
続
き
、
今
年
は
木
等
の
南
部
保
育
園

の
法
人
化
並
び
に
改
築
計
画
も
企
画
い

た
し
て
お
り
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
社
会

体
育
と
各
種
学
級
に
よ
る
住
民
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
ろ
と
と
も

に
、
同
和
問
題
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
な

い
問
題
で
、
皆
様
の
ご
理
解
の
も
と
に

一
日
も
早
く
解
決
い
た
し
た
い
と
存
じ

て
お
り
ま
す
。

そ
の
他
、
国
県
都
築
に
つ
き
ま
し
て

は
、
河
口
堰
関
連
部
業
、
西
川
、
戸
切

出
の
河
川
竣
漠
、
県
道
の
改
良
整
備
な

ど
山
稜
い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
町
政
全
般
を
通
じ
ま
し
て
全
力
を
傾

注
い
た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆

様
方
の
一
層
の
ご
指
導
と
ご
鞭
軽
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶

に
か
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

遠
賀
町
議
長
　
里
霊
　
山
　
包
　
災

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

輝
か
し
い
昭
和
5
2
年
の
新
春
を
迎

え
、
皆
様
の
ご
健
康
を
心
か
ら
お
よ
ろ

こ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

か
え
り
み
ま
す
と
昨
年
も
ま
た
、
厳

し
い
経
済
現
鵜
の
な
か
で
終
始
激
動
の

一
年
を
経
過
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

わ
が
国
の
経
済
は
石
油
危
機
に
蝿
を

発
し
た
経
済
的
混
乱
の
後
遺
症
が
予
想

外
に
根
強
く
、
か
っ
て
な
い
長
期
の
不

況
に
さ
ら
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
景
気
低
迷
を
反
映
し
て
地
方
行
財
政

は
ま
す
ま
す
深
刻
な
財
源
難
に
南
面
し

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
が
続

け
は
、
私
ど
も
の
任
務
と
す
る
地
域
住

民
の
福
祉
の
充
実
も
、
地
域
の
振
興
も

極
め
て
実
現
困
難
と
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
私
ど
も
は
一
昨
年
来
よ
り
国
に
対
し

ま
し
て
、
と
く
に
地
方
財
政
確
立
と
安

定
運
営
の
確
保
の
た
め
、
国
と
地
方
に

通
ず
る
財
源
再
配
分
の
断
行
と
、
地
方

交
付
税
率
の
引
上
げ
を
含
む
地
方
交
付

税
増
額
な
ど
一
般
財
源
の
充
実
、
地
方

の
超
過
負
担
の
完
全
解
消
等
、
地
方
財

政
の
急
迫
打
開
の
た
め
、
一
連
の
要
求

を
強
く
い
た
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
が
、
国
に
於
で
も
地
方
に
劣
ら
ず

巨
額
の
赤
字
国
億
に
依
存
す
る
状
況
で

あ
る
た
め
、
こ
の
要
求
の
実
現
は
決
し

て
蓉
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な

が
ら
私
ど
も
地
域
住
民
の
代
表
と
し
て

は
財
源
不
足
と
は
い
え
、
住
民
福
祉
は

一
日
た
り
と
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ま
せ

ん
。
問
題
は
多
様
化
す
る
住
民
要
諦
の

な
か
で
何
が
英
に
緊
急
に
価
す
る
か
を

見
き
わ
め
る
こ
と
で
す
。
こ
の
厳
し
い

選
択
の
過
樫
に
お
い
て
私
ど
も
地
方
自

治
関
係
者
と
し
て
英
に
地
域
住
民
の
福

祉
向
上
を
は
か
る
た
め
、
特
に
そ
の
根

源
で
あ
る
財
源
確
保
に
全
力
を
つ
く
す

こ
と
が
私
ど
も
の
果
た
す
べ
き
役
割
と

使
命
で
あ
り
、
極
め
て
重
大
で
あ
る
と

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

発
展
途
上
の
本
町
と
し
て
は
、
本
年

度
郭
薬
と
し
て
広
漠
小
学
校
の
新
設
工

郵
並
び
に
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工

疎
が
来
る
4
月
開
校
を
め
ざ
し
洋
々
と

進
行
中
で
あ
り
ま
す
。

新
年
度
に
お
さ
ま
し
て
も
住
民
の
皆

様
方
に
応
え
ろ
べ
き
諮
謡
業
の
推
進
に

努
力
を
い
た
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ます。ど
う
か
皆
様
に
は
本
町
発
展
の
た
め

に
、
昨
年
に
増
し
て
ご
指
導
こ
鞭
鐘
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
本
年
も
こ
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
ま
し
て
新
年
の
こ
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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第
5
回
遠
賀
町
民
走
ろ
う
会
の
成
績

成
月
1
9
日
、
島
田
小
学
校
に
お
い
て

第
5
回
遠
賀
町
民
走
ろ
う
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
の
申
、
小
学
校
一
年
生

か
ら
餌
才
の
老
人
ま
で
一
三
〇
名
が
参

加
し
、
そ
の
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。

4
位
ま
で
の
記
録
は
次
の
と
お
り
で

す。※
男
子
の
部

▽
小
学
1
年
～
2
年
（
2
履
）

①
池
田
　
智
信
（
新
町
）
9
分
0
0
秒

④
棄
　
和
紀
（
鬼
津
）
9
分
Ⅳ
秒

⑨
荒
川
　
由
寛
（
新
町
）
9
分
4
2
秒

④
国
教
　
塞
行
　
　
　
　
9
分
4
5
秒

▽
小
学
3
年
～
4
年
（
2
鳥
）

①
雲
広
　
麗
辞
（
旧
任
）
7
分
5
0
秒

（大会新）

⑧
花
田
　
謙
一
（
別
府
）
8
分
2
4
秒

⑨
門
司
　
詩
人
（
尾
崎
）
8
分
0
0
秒

④
三
浦
　
寅
文
（
尾
崎
）
8
分
詑
紗

▽
小
学
5
年
～
6
年
（
2
慮
）

⑧
井
口
　
酒
樽
（
鬼
津
）
1
分
約
秒

③
柴
田
　
浩
（
松
ノ
本
）
1
分
4
9
秒

③
垂
広
　
信
男
（
旧
停
）
1
分
5
2
秒

④
薬
　
　
建
二
（
鬼
津
）
1
分
務
秒

▽
中
学
生
（
5
品
）

①
垂
広
　
秀
一
（
広
漠
）
1
6
分
2
8
秒

（大会新）

②
宮
本
　
和
幸
（
旧
停
）
1
7
分
3
1
秒

⑧
石
橋
　
雅
宏
（
広
渡
）
Ⅳ
分
3
5
秒

④
川
原
　
和
男
（
新
町
）
1
7
分
3
8
秒

▽
一
般
中
学
卒
業
～
1
9
才
（
5
展
）

①
原
田
　
清
生
（
老
良
）
1
6
分
5
0
秒

▽
一
般
2
0
才
～
2
8
才
（
5
履
）

③
添
田
　
松
美
（
松
ノ
木
）
1
8
分
針
秒

⑧
石
橋
光
次
郎
（
別
府
）
1
8
分
5
0
秒

③
山
本
　
正
巳
（
遠
賀
川
）
1
9
分
1
3
秒

④
秦
　
和
徳
（
別
府
）
2
0
分
約
秒

▽
壮
年
2
9
才
～
3
9
才
（
2
度
）

⑪
高
杢
　
康
幸
（
別
府
）
7
分
舵
秒

（大会新）

⑨
二
村
　
寛
（
鬼
津
）
1
分
1
0
秒

⑤
敷
板
　
孝
彦
（
浅
木
）
1
分
1
6
秒

④
寺
笥
∴
義
徳
（
遠
賀
川
）
7
分
2
9
秒

▽
壮
年
4
0
才
～
4
9
才
（
2
属
）

⑪
毛
利
　
義
夫
（
浅
木
）
7
分
0
0
秒

（大会新）

⑤
小
城
　
博
文
（
道
管
）
1
分
4
2
秒

⑧
璽
広
　
武
（
広
漠
）
8
分
2
8
秒

④
山
口
　
宝
作
（
別
府
）
9
分
1
9
秒

▽
壮
年
5
0
才
～
5
0
才
（
2
度
）

①
松
尾
∴
敏
憲
（
鬼
津
）
7
分
務
秒

（大会新）

⑧
金
子
　
末
徳
（
新
町
）
9
分
4
8
秒

▽
壮
年
0
0
才
以
上
（
2
度
）

①
柴
田
　
　
開
（
今
古
賀
）
Ⅳ
分
0
3
秒

※
女
子
の
部
（
女
子
は
す
べ
て
2
度
）

▽
小
学
1
年
～
2
年

①
二
村
　
満
子
（
鬼
津
）
1
0
分
0
0
秒

⑤
鎚
矢
　
智
子
（
新
町
）
1
0
分
0
0
秒

④
松
尾
美
由
紀
（
鬼
津
）
1
0
分
1
3
秒

④
安
嬢
　
美
和
（
遠
賀
川
）
1
0
分
2
1
秒

▽
小
学
3
年
－
4
年

①
町
頭
ひ
と
み
（
尾
崎
）
8
分
約
秒

（大会新）

②
田
城
　
里
美
（
新
町
）
9
分
1
7
秒

③
春
田
千
鶴
子
（
遠
賀
川
）
9
分
5
0
秒

④
春
田
久
美
子
（
遠
賀
川
）
1
0
分
1
9
秒

▽
小
学
5
年
～
6
年

①
矢
崎
府
美
代
（
別
府
）
8
分
2
8
秒

（大会新）

⑤
太
田
　
亜
希
（
鬼
津
）
8
分
4
6
秒

③
柴
田
　
日
加
（
松
ノ
本
）
9
分
1
2
秒

④
溌
下
　
俊
美
（
尾
崎
）
9
分
鈎
秒

▽
一
敗
2
0
才
～
2
8
才

⑪
村
民
む
つ
み
（
遠
賀
川
）
8
分
錦
紗

（大会新）

③
山
中
千
津
子
（
別
府
）
9
分
0
0
秒

▽
壮
年
2
9
才
～
約
才

①
田
坂
三
恵
子
（
新
町
）
9
分
然
秒

②
町
頭
紀
代
子
（
尾
崎
）
9
分
4
1
秒

（
以
上
大
会
新
）

⑪
敷
板
一
二
恵
子
（
浅
水
）
1
0
分
認
砂

④
池
田
　
裕
子
（
新
町
）
m
分
5
8
秒

壮
年
4
0
才
～
4
9
才

①
折
播
久
美
子
（
旧
停
）
1
0
分
防
砂

（大会新）

人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
差
別
悪

誠
を
も
っ
て
、
生
ま
れ
て
き
た
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
社
会
に
差
別
が
温
存
助
長
さ

れ
、
再
生
産
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
こ
と

が
又
そ
う
さ
せ
て
い
る
者
が
い
る
か
ら

こ
そ
差
別
意
識
が
消
滅
し
な
い
の
で
あ

る
。
「
三
つ
子
の
魂
百
ま
で
も
」
と
、

よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
乳
幼
時
期
の
教
育

は
、
ま
さ
に
人
の
一
生
を
決
定
づ
げ
ろ

は
ど
大
切
な
も
の
で
す
。

ン
が
生
ま
れ
る
と
、
近
隣
、
親
族
寄
り

集
ら
れ
て
そ
の
喜
び
は
大
変
な
も
の
で

し
ょ
鼻
ノ
。

母
親
は
元
気
は
赤
チ
ャ
ン
を
抱
き
し

め
、
額
づ
り
し
な
か
ら
…
・
私
達
は
生

ま
れ
た
赤
チ
ャ
ン
を
抱
き
し
め
て
そ
の

感
博
は
皆
さ
ん
方
と
違
っ
て
お
り
ま

す。こ
う
し
て
無
蔀
元
気
に
生
ま
れ
て
き
た

が
、
こ
の
子
は
私
達
同
様
一
生
差
別
の

中
で
苦
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

「
ア
レ
何
」
　
「
こ
れ
何
」
と
問

い
か
け
る
乳
幼
児
の
知
識
欲
、

友
だ
ち
に
交
っ
て
豊
富
な
集
団

生
活
の
経
験
を
体
得
し
社
会
怪

を
培
う
の
も
こ
の
頃
で
す
。

こ
の
時
期
こ
そ
最
も
大
切
に

さ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
時
期
か
ら
母
親
、
父
親
、

家
族
、
近
隣
、
地
域
社
会
の
大

人
た
ち
が
差
別
を
あ
や
し
ま
な

い
子
ど
も
を
教
育
し
て
し
ま
う

と
重
大
な
誤
ち
を
犯
し
て
し
ま

う
こ
と
に
な
る
。
子
ど
も
の
生

い
た
ろ
う
、
本
当
に
不
憫
な
不

幸
な
、
可
哀
想
は
子
だ
と
抱
き

し
め
な
が
ら
涙
を
流
し
た
も
の

で
し
た
。
部
落
の
未
婚
の
昔
年

は
結
婚
し
て
も
子
ど
も
を
生
み

た
く
な
い
、
子
ど
も
が
一
生
同

じ
差
別
の
苦
し
み
を
と
思
う
と

・
・
・
二
∵
・
私
達
は
こ
の
よ
う
な
苦
し

み
の
中
で
生
き
て
こ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
本
当
に
い
わ

れ
の
な
い
差
別
に
苦
し
ま
さ
れ

て
き
た
の
で
す
」
涙
し
て
実
態

を
話
さ
れ
た
の
で
す
。

活
の
中
に
差
別
を
も
ち
こ
ま
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

あ
る
会
議
の
中
で
、
五
十
七
、
八
才

位
の
婦
人
の
方
が
次
の
よ
う
な
こ
と
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

「
皆
さ
ん
方
に
是
非
聞
い
て
戴
き
た

い
。
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
き
皆
さ
ん

方
は
手
足
満
足
に
元
気
な
赤
チ
ャ
ン
で

あ
っ
て
無
事
に
生
ま
れ
て
ほ
し
い
と
願

い
、
手
足
満
足
し
か
も
元
気
な
赤
チ
ャ

私
は
こ
の
実
態
を
聞
い
て
い
か
に
人

権
侵
害
が
、
い
わ
れ
の
な
い
こ
の
整
別

意
識
が
社
会
に
残
存
す
る
限
り
そ
の
た

め
に
泣
き
、
苦
し
み
、
そ
し
て
死
を
選

ぶ
人
の
多
い
こ
と
か
を
深
く
更
に
深
く

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の

です。差
別
は
罪
悪
で
あ
る
と
言
う
こ
と
を

肝
に
命
じ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）
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－
今
月
の
税
金

町
県
民
税

4
期
分

納
期
限
　
1
月
鰐
口
ま
で

国
民
健
康
保
険
税
　
4
期
分

納
期
限
　
1
月
3
1
日
ま
で

期
限
内
に
完
納
し
ま
し
ょ
う

衛
生
係
か
ら

※
乳
児
相
接

期
　
日
　
1
月
1
7
日
（
月
）

2
月
2
1
日
（
月
）

時
　
間
　
1
0
時
～
日
時
紬
分

場
　
所
　
役
場
保
健
室

持
参
晶
　
母
子
手
授

※
道
路
工
事
に
伴
購
う
ゴ
ミ
収
集
に
つ

い
て

今
か
ら
先
、
町
内
各
所
で
道
路
工
碧

が
行
な
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
た
め
ゴ

ミ
収
集
車
が
通
行
で
き
ま
せ
ん
。
工

事
期
間
中
は
．
つ
ミ
収
集
車
が
通
行
で

き
る
安
全
な
所
ま
で
、
ゴ
ミ
の
搬
出

を
お
願
い
致
し
ま
す
。

籍
2
回
遠
賀
町

駅
伝
大
会
せ
ま
る

恒
例
の
遠
賀
町
駅
伝
大
会
が
左
記
の

と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
各
区
と
も

ふ
る
っ
て
御
参
加
下
さ
い
。

▽
日
時
　
1
月
1
6
日
（
日
）

年
前
1
0
時
ス
タ
ー
ト

▽
会
場
∴
畠
門
小
学
校
～
鬼
津
～
尾
崎

の
周
回
コ
ー
ス

∇
オ
ー
ダ
ー
と
走
睡
態

1
区
　
4
，
4
K

2
区
　
狙
K

s
区
　
2
・
3
K

4
区
　
4
・
A
K

5
区
　
祝
K

6
区
　
2
・
3
K

7
区
　
4
・
4
K

中
学
生

小
学
生

2
6
才
～
2
9
才

中
卒
～
鳩
才

4
0
才
以
上

0
0
才
～
3
9
才

2
0
才
2
5
才

交
通
事
故
相
談
所
の

御
　
利
　
用
　
を

県
で
は
交
通
蒋
故
に
あ
い
、
手
続
き

が
わ
か
ら
な
い
た
め
正
常
な
補
償
が
受

け
ら
れ
な
い
で
困
っ
て
い
る
方
の
た
め

に
無
料
交
通
尊
敬
相
談
を
受
け
て
い
ま

す
。
気
軽
に
ご
利
用
下
さ
い
。

※
調
駿
場
所

福
岡
市
中
央
区
天
神
1
の
1
、
県
庁

東
別
館
内
、
福
岡
県
交
通
部
故
相
談

所
、
詔
話
0
9
2
　
（
7
7
1
）
4
6

3
o
｝
○

消

防

設

備

士

講
習
会
の
開
催

詳
細
に
つ
い
て
は
遠
賀
郡
消
防
署
へ

お
問
い
合
せ
下
さ
い
。

消
防
l
1
9
コ
ー
ナ
ー

ー
火
遊
び
に
よ
る

火
災
を
な
く
そ
う
－

火
遊
び
は
、
火
に
対
す
る
興
味
を
覚

え
始
め
ろ
幼
年
期
か
ら
小
学
校
低
学
年

（
5
才
～
8
才
）
が
最
も
多
く
、
い
ず

れ
も
何
回
か
火
遊
び
を
し
て
い
る
う
ち

に
火
災
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
も
の

で
す
。
従
っ
て
、
次
の
様
な
正
し
い
遊

び
へ
導
く
よ
う
に
指
還
し
ま
し
ょ
う
。

※
安
全
な
遊
び
の
環
境
を
作
る
。

▽
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
な
ど
を
目
に
つ

く
と
こ
ろ
、
手
の
と
ど
く
と
こ
ろ
に

置
か
な
い
。

▽
他
の
安
全
な
遊
び
の
機
会
を
つ
く
っ

て
や
る
。

※
子
供
の
遊
び
に
気
を
つ
け
る
。

▽
日
頃
ど
こ
で
、
ど
ん
な
遊
び
を
し
て

い
る
か
気
を
つ
け
る
。

▽
頭
ご
な
し
に
し
か
る
の
は
逆
効
果
。

▽
火
遊
び
の
危
険
桂
を
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
て
や
り
ま
し
ょ
う
。

※
替
内
火
災
救
急
発
生
状
況

（
5
1
年
1
月
～
日
月
）

水
道
工
事
当
番
店

（
1
月
分
）

▽
水
谷
工
務
店

悪
筆
局
（
0
。
背
黒
饗

一
l
、
－
3
、
9
、

2
5
、
2
9
日

▽
福
田
工
務
店

2
、
6
、
1
0
、

2
6
、
約
日

▽
高
崎
工
務
店

3
、
7
、
m
、

2
7
、
3
1
日

▽
佐
伯
工
聾
店

4
、
8
、
1
2
、

1
3
、
鯖
、
2
1
臼

砲
話
の
0
1
6
8

1
4
、
1
8
、
怨
日

程
話
㈲
1
6
2
5

1
5
、
鳩
、
怨
日

程
話
の
0
1
7
0

1
6
、
約
、
2
4
、
2
8
日

水
道
管
を
保
醸
し
ま
し
ょ
う

厳
寒
期
に
は
各
所
で
水
道
管
が
凍
結

し
て
破
致
し
ま
す
。
こ
の
た
め
水
が
使

え
な
か
っ
た
り
、
揃
い
修
理
代
が
か
か

る
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
迷
惑
を
か
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
各
家
庭
で
も
次
の
よ

う
な
保
温
装
置
を
し
て
、
水
道
管
の
凍

鮪
に
よ
る
破
裂
を
防
い
で
下
き
い
。

①
パ
イ
プ
に
ポ
ロ
布
を
巻
き
ま
す
。

⑪
つ
ぎ
に
売
約
を
切
れ
目
の
な
い
よ
う

に
巻
き
ま
す
。

⑨
そ
の
上
に
ビ
ニ
ー
ル
の
ふ
ろ
し
き
や

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
袋
な
ど
を
か
ぶ
せ
、

防
水
テ
ー
プ
を
巻
き
つ
け
ま
す
。

④
最
後
に
暗
線
や
ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
を

巻
き
つ
け
ま
す
。

※
荒
縄
や
ポ
ロ
布
を
巻
い
た
だ
け
で
は

湿
り
が
き
て
悪
い
結
果
に
な
り
ま
す

の
で
、
防
水
ビ
一
一
－
ル
、
ふ
ろ
し
き

な
ど
を
か
ぶ
せ
て
下
さ
い
。

※
も
し
凍
り
つ
い
た
場
合
、
熱
い
湯
は

か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※
給
水
栓
の
パ
ッ
キ
ン
は
簡
単
に
な
お

せ
ま
す
。
な
る
べ
く
家
超
で
取
り
替

え
て
下
さ
い
。
も
し
必
要
な
場
合
は

水
道
工
轟
店
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す

香
典
返
し
の
お
礼

次
の
方
々
か
ら
町
社
会
福
祉
儲
議
会

に
こ
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か

ら
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

散
薬
ソ
ノ
　
殿

（別府）

赦
高
崎
キ
ン
殿

（老良）

赦
丸
井
兼
松
殿

（若松）

故
佐
々
木
タ
メ
殿

（今古賀）

故
松
尾
和
実
殿

（新町）

故
水
上
サ
ツ
殿

（道管）

故
毛
利
ヌ
キ
ノ
様

（虫生津）

薬
　
玉
産
∴
楼

蘭
崎
態
二
　
様

丸
井
博
暢
　
様

新
田
貞
雄
　
様

松
尾
正
文
　
様

水
上
又
助
　
蝕

毛
利
善
隆
∴
桜

⑧
③
　
④

〓
　
＼

ま
た
、
遠
賀
町
建
設
業
組
合
様
及
び

芦
屋
基
地
幹
部
会
一
同
様
か
ら
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
義
援
金
を
頂
き
ま
し

た
。
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
有
意
義
に
使
わ
せ

て
頂
き
ま
す
。


